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寄与分を定める　審　判・調　停　　申立書
京都家庭裁判所　御中
平成　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　申立人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　申立ての趣旨　　申立人の寄与分を定める　審判・調停　を求める。
　当事者・被相続人　　別紙当事者等目録記載のとおり
　申立ての実情　　別紙申立ての実情記載のとおり
関連事件番号　□　平成　　年（家　）第　　　　　　号

※□には，■又はレ点をしてください。
別　紙
当事者等目録
１　当事者の表示
　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　申立人　　　　　　　　　　　　　　　（被相続人との関係：　　　　）
　　　　　　　郵便番号　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　
　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　□申 立 人　  
　　□相 手 方　　　　　　　　　　　　　　（被相続人との関係：　　　　）
　　　　　　　郵便番号　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　
　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　□申 立 人　  
　　□相 手 方　　　　　　　　　　　　　　　（被相続人との関係：　　　　）
　　　　　　　郵便番号　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　
　　
　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　□申 立 人　  
　　□相 手 方　　　　　　　　　　　　　　　（被相続人との関係：　　　　）
　　　　　　　郵便番号　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　
　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　□申 立 人　  
　　□相 手 方　　　　　　　　　　　　　　　（被相続人との関係：　　　　）
　　　　　　　郵便番号　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　
　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　□申 立 人　  
　　□相 手 方　　　　　　　　　　　　　　　（被相続人との関係：　　　　）
　　　　　　　郵便番号　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　
　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　□申 立 人　  
　　□相 手 方　　　　　　　　　　　　　　　（被相続人との関係：　　　　）
　　　　　　　郵便番号　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　
　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　□申 立 人　  
　　□相 手 方　　　　　　　　　　　　　　　（被相続人との関係：　　　　）
　　　　　　　郵便番号　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　
　　
　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　□申 立 人　  
　　□相 手 方　　　　　　　　　　　　　　　（被相続人との関係：　　　　）
　　　　　　　郵便番号　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　
　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　□申 立 人　  
　　□相 手 方　　　　　　　　　　　　　　　（被相続人との関係：　　　　）
　　　　　　　郵便番号　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　
　　
　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　□申 立 人　  
　　□相 手 方　　　　　　　　　　　　　　　（被相続人との関係：　　　　）
　　　　　　　郵便番号　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　
２　被相続人の表示
　　本　　　籍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　最後の住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（登記記録上の住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　被相続人　　　　　　　　　　　　　　（平成　　年　　月　　日死亡）
以　　上　
 別  紙
申　立　て　の　実　情
１　理由
　□　被相続人の遺産を分割するため。
　　　（遺産分割事件番号：平成　　年(家　)第　　　　　号）

　□　死後認知を受けた相続人として，他の共同相続人に対し，価額の支払いを求めるため。

　　　（認知を受けた日：昭和・平成　　年　　月　　日）

　□　死後認知を受けた相続人（　　　　）から価額の支払いを求められているため。

　　　（認知を受けた日：昭和・平成　　年　　月　　日）
２　寄与分の時期，方法，程度等

上記１の理由が死後認知を理由とする場合には，更に既にされた遺産分割その他の処分の時期，態様等
以　　上　
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